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①  浸水ハザード（最大ハザード） × 建築物（階数）＋ 避難所 

（２）中心拠点広域地区（中心拠点除く） 

〇高良川沿いに、想定最大規模の洪水時に家屋が倒壊するおそれがある家屋倒壊等氾濫想

定区域が指定されている。 

〇高良川に近接する地域は、想定最大規模の洪水時に浸水深が５ｍ以上となっており、垂

直避難可能な建築物が少ない。 

〇高良川の上流部など、山沿いの土砂災害特別警戒区域及び警戒区域に住宅等が分布して

いる。 

〇高良川の家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食）で指定される当該地域は、第１種住居地

域、第１種低層住居専用地域であり、主に木造の戸建て住宅が建築されている。 

野中地区（誘導区域東側） 

家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食）

陸上自衛隊駐屯地

久留米ＩＣ

（凡例）

ＪＲ久留米駅

② 浸水ハザード（家屋倒壊等氾濫想定区域）×建築物（木造・非木造）＋用途地域 
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〇自走式立体駐車場は、中心拠点地区以外にほとんど立地していない。 

③ 浸水ハザード（最大ハザード） × 自走式立体駐車場（階数） 

ＪＲ善導寺駅

（凡例）

直近の浸水エリア

久留米ＩＣ
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④ 浸水ハザード（最大ハザード） × 要配慮者利用施設 ＋ 避難所 

〇高良川の想定最大浸水深３ｍ以下の区域に、要配慮者利用施設（病院、教育施設等）が立

地している。 

〇想定最大浸水深が比較的小さい地域に立地する施設もある。 

〇浸水継続時間が１日から３日程度となる地域に要配慮者利用施設が立地している。 

〇想定最大浸水深が比較的小さい地域に立地する施設は、浸水継続時間は１日未満の地域と

なっている。 

④’ 浸水ハザード（Ｌ２浸水継続時間） × 要配慮者利用施設 ＋ 避難所 

（凡例）

（凡例）
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〇浸水継続時間が３日から１週間程度となる地域を通行する緊急輸送路がある。 

⑤ 浸水ハザード（浸水継続時間） × 緊急輸送路 ＋ 避難所 

〇中心拠点広域地区（中心拠点除く）において、緊急輸送路に指定される路線は直近の浸水

被害が生じていない。 

⑤’ 浸水ハザード（直近の浸水） × 緊急輸送路 ＋ 避難所 

（凡例）

（凡例）
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〇南１丁目の一部において、道路冠水注意マップと通学路が重なっている道路がある。 

〇中心拠点広域地区（中心拠点除く）において、道路冠水はほとんど生じていない。 

⑦ 浸水ハザード（道路冠水注意マップ） × 通学路（避難路） ＋ 避難所 

⑦’ 浸水ハザード（直近の浸水箇所） × 通学路（避難路） ＋ 避難所 

〇高良内町の一部において、近年の内水被害箇所と通学路が、重なっている道路がある。 

〇中心拠点広域地区（中心拠点除く）において、道路冠水はほとんど生じていない。 

（凡例）

（凡例）
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⑧ 浸水ハザード（最大ハザード） × 公園 
⑧’浸水ハザード（浸水継続時間）× 公園 

〇復旧活動の拠点として、活用可能な公園が配置されている。 

（復旧活動場所として防災機能の拡充が必要な公園がある） 

（凡例）

（凡例）
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〇直近の浸水により被害が生じている流域の上流部にため池が存在している。 

⑨ 浸水ハザード（直近の浸水箇所） × ため池・クリーク 

施設
番号

施設名称 所在地大字 字地番
防災
重点

土砂災害
警戒区域

最大ハザード
浸水区域内

流域 分類 移管

1 堂女木ため池（市街化区域） 諏訪野町 字四反田1573-1 ○ 区域内 筒川 C 〇
2 足形ため池（市街化区域） 諏訪野町 字四反田1573-2他6筆 ○ 区域内 筒川 C △
3 工兵隊池（打越池）（市街化区域） 御井町 字打越1999 ● 高良川 A 〇
4 正源寺ため池（市街化区域） 野中町 字上城蓮輪4 ○ 高良川 D ×

（凡例）
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（３）東部地区（久留米ＩＣ・善導寺など） 

〇筑後川に近接する地域は、想定最大規模の洪水時に浸水深が５ｍ以上となっており、垂直

避難可能な建築物が少ない。 

〇久留米 IC 北側付近の居住誘導区域内は産業が集積する地域であるが、垂直避難可能な建

築物が少なく、避難所もほとんどない。 

〇誘導区域内に、家屋倒壊等氾濫想定区域の指定はない。（土砂災害警戒区域は誘導区域か

ら除外済み） 

①  浸水ハザード（最大ハザード） × 建築物（階数）＋ 避難所 

久留米ＩＣ 善導寺駅

（凡例）
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〇想定最大浸水深より高い所に駐車スペースを有する民間の自走式立体駐車場があり、車で

の垂直避難が可能な施設が存在する。 

〇善導寺地区においては、自走式立体駐車場が建築されていない。 

③ 浸水ハザード（最大ハザード） × 自走式立体駐車場（階数） 

〇想定最大浸水深より高い民間の自走式立体駐車場(商業施設等)があり、車での垂直避難が

可能であるが、浸水継続時間が３日から１週間程度になるおそれがある。 

〇近年の内水被害が生じているエリア内において、民間の自走式立体駐車場が存在する。 

③’ 浸水ハザード（Ｌ２浸水継続時間） × 自走式立体駐車場（階数） 
③’’浸水ハザード（直近の浸水箇所）  × 自走式立体駐車場（階数） 

ＪＲ善導寺駅

久留米ＩＣ

（凡例）

直近の浸水エリア

（凡例）

（凡例）
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④ 浸水ハザード（最大ハザード） × 要配慮者利用施設 ＋ 避難所 

〇想定最大浸水深３ｍ以上の区域（国道２１０号沿い）に多くの要配慮者利用施設が立地し

ている。 

〇善導寺地区においては、ほとんどの要配慮者利用施設が浸水想定区域内に立地している。 

〇浸水継続時間が３日から１週間程度となる地域に要配慮者利用施設が立地している。 

④’ 浸水ハザード（Ｌ２浸水継続時間） × 要配慮者利用施設 ＋ 避難所 

（凡例）

（凡例）
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〇浸水継続時間が３日から１週間程度となる地域を通行する緊急輸送路がある。 

⑤ 浸水ハザード（浸水継続時間） × 緊急輸送路 ＋ 避難所 

⑤’ 浸水ハザード（直近の浸水） × 緊急輸送路 ＋ 避難所 

〇主要な幹線道路である国道２１０号が、近年の大雨により道路冠水している。 

（凡例）

（凡例）
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〇道路冠水注意マップと通学路が、重なっている道路がある。 

〇直近の浸水箇所と通学路が、重なっている道路がある。 

⑦’ 浸水ハザード（直近の浸水箇所） × 通学路（避難路） ＋ 避難所 

⑦ 浸水ハザード（道路冠水注意マップ） × 通学路（避難路） ＋ 避難所 

（凡例）

（凡例）
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⑧ 浸水ハザード（最大ハザード） × 公園 
⑧’浸水ハザード（浸水継続時間）× 公園 

〇復旧活動の拠点として、活用可能な公園が配置されている。 

（復旧活動場所として防災機能の拡充が必要な公園がある） 

（凡例）

（凡例）
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〇直近の浸水により被害が生じている流域の上流部にため池が存在している。 

⑨ 浸水ハザード（直近の浸水箇所） × ため池・クリーク 

（凡例）
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 （４）西部地区（大善寺・荒木など） 

〇広川沿いに、想定最大規模の洪水時に建築物が倒壊するおそれがある家屋倒壊等氾濫想定

区域が指定されている。 

〇誘導区域内の西側の地区において、想定最大規模の洪水時に浸水深が３ｍ以上となってお

り、垂直避難可能な建築物が少ない。 

〇荒木地区は、想定最大規模の洪水に対して浸水リスクは比較的小さい。 

① 浸水ハザード（最大ハザード） × 建築物（階数）＋ 避難所 

大善寺地区（誘導区域南側） 

〇大善寺地区内に広川の家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食）が指定されており、木造・非

木造の建築物が倒壊するおそれがある。 

〇当該地域は、第１種住居地域であり、主に木造の戸建て住宅が建築されている。 

西鉄安武駅

西鉄大善寺駅

ＪＲ荒木駅

② 浸水ハザード（家屋倒壊等氾濫想定区域）×建築物（木造・非木造）＋用途地域 



 

37 

 

〇荒木地区、大善寺地区においては、自走式立体駐車場がほとんど立地していない。 

③ 浸水ハザード（最大ハザード） × 自走式立体駐車場（階数） 

西鉄大善寺駅

ＪＲ荒木駅

（凡例）

直近の浸水エリア
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〇荒木地区については、居住誘導区域内に要配慮者利用施設は立地していない。 

〇大善寺地区の居住誘導区域内に立地する施設は、想定最大浸水深は３ｍ未満となってい

る。 

〇居住誘導区域外に立地する施設は、想定最大浸水深が３ｍ以上の地域に立地する施設があ

る。 

④ 浸水ハザード（最大ハザード） × 要配慮者利用施設 ＋ 避難所 

〇浸水継続時間が３日から１週間程度となる地域に要配慮者利用施設が立地している。 

④’ 浸水ハザード（Ｌ２浸水継続時間） × 要配慮者利用施設 ＋ 避難所 

（凡例）

（凡例）
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〇浸水継続時間が３日から１週間程度となる地域を通行する緊急輸送路がある。 

⑤ 浸水ハザード（浸水継続時間） × 緊急輸送路 ＋ 避難所 

⑤’ 浸水ハザード（直近の浸水） × 緊急輸送路 ＋ 避難所 

〇居住誘導区域内を通行する緊急輸送路は、過去３年間において浸水による通行止めは発生

していない。 

〇居住誘導区域外を通行する緊急輸送路は、浸水により被害が生じた箇所を通行する。 

（凡例）

（凡例）
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〇道路冠水注意マップと通学路が、重なっている道路がある。 

⑦ 浸水ハザード（道路冠水注意マップ） × 通学路（避難路） ＋ 避難所 

〇直近の浸水箇所と通学路が、重なっている道路がある。 

⑦’ 浸水ハザード（直近の浸水箇所） × 通学路（避難路） ＋ 避難所 

（凡例）

（凡例）
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⑧ 浸水ハザード（最大ハザード） × 公園 
⑧’ 浸水ハザード（浸水継続時間） × 公園 

〇復旧活動の拠点として、活用可能な公園が配置されている。 

（復旧活動場所として防災機能の拡充が必要な公園がある） 

（凡例）

（凡例）
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〇直近の浸水により被害が生じている流域の上流部にため池が存在している。 

⑨ 浸水ハザード（直近の浸水箇所） × ため池・クリーク 

施設
番号

施設名称 所在地大字 字地番
防災
重点

土砂災害
警戒区域

最大ハザード
浸水区域内

流域 分類 移管

39 池田三段（中）池 上津町 字池田1318 ○ 桃太郎川 D ×
40 池田三段（下）池（市街化区域） 上津町 字池田1317 ○ 桃太郎川 D ×
41 池田三段（上）池 上津町 字池田1319 ○ 桃太郎川 D ×
45 観音池（市街化区域） 上津町 字池田1334 ○ 上津荒木川 D ×
46 ぜんぞう池（市街化区域） 上津町 字池田1330-1-1 ○ 上津荒木川 D ×
48 中屋ため池 上津町 字池田1325-1 ○ 上津荒木川 D ×
49 柳ノ瀬ため池 上津町 字池田1324 ○ 上津荒木川 D ×
50 杉谷池（市街化区域） 上津町 字本山2076 ○ 上津荒木川 D ×
52 松葉諏訪（上）池 上津町 字本山2080-15他１筆 ○ 大開川 D ×
53 松葉諏訪（下）池 上津町 字本山2080-15他１筆 ○ 大開川 D ×
54 ムルガ（下）池 藤光町 字ムルガ池75-6 ○ 大開川 D ×
61 亀ノ甲池 藤山町 字亀ノ甲1905 ○ 野添川 D ×
62 中尾山三段（中）池 上津町 字中尾山5010 ○ 野添川 D ×
63 中尾山三段（上）池 上津町 字中尾山5010 ○ 野添川 D ×
64 中尾山三段（下）池 上津町 字中尾山2193 ○ 野添川 D ×
65 立石池 藤光町 字亀ノ甲1906 ○ 野添川 D ×
66 板橋ため池 藤光町 字西浦山1035-4 ○ 野添川 D ×
67 東林寺池 藤光町 字枦ケ浦936-1 ○ 野添川 D ×
68 鷲塚三段（上）池（市街化区域） 荒木町荒木 字鷲塚1319-1 ○ 野添川 D ×
69 鷲塚三段（中）池（市街化区域） 荒木町荒木 字鷲塚1323 ○ 野添川 D ×
70 井牟田池（市街化区域） 荒木町荒木 字井牟田1346 ○ 野添川 D ×
71 山の内池（市街化区域） 荒木町 字山の内1308 ○ 野添川 C △
72 車路ため池（市街化区域） 荒木町 字車路467 ○ 野添川 D ×
73 南熊形池 藤光町 字南熊形1185 ○ 藤田浦川 D ×
74 北熊形池 藤光町 字北熊形1174 ○ 藤田浦川 D ×
75 大道池 藤光町 字大道1151、1153 ○ 藤田浦川 D ×
79 大道二段（下）池 藤光町 字大道1149 ○ 藤田浦川 D ×
80 寺尾池 荒木町藤田 字寺尾1343-34 ○ 藤田浦川 D ×


